
1　家族と地域の視点を中心に学ぶ
区
分 全学共通科目 専門教育科目

１
年

大妻教養講座　コンピュータ基礎A　キャリアデザインⅠ
英語ⅠA/ⅠB　ほか

感性教育　ライフデザイン学総論　生涯発達心理学　生活経営学　
市民生活と法　コミュニティと福祉　ほか

２
年

女性と健康　スポーツA
地域と文化　ほか

家族心理学　生活情報論　消費生活論　　
暮らしと社会保障　家族法　ほか

３
年

家族と現代社会　ほか ゼミナールⅠ-A/Ⅰ-B　ライフデザイン演習Ⅰ/Ⅱ　
暮らしとファイナンス　生活と映像�消費者と法　ほか

４
年

ゼミナールⅡ-A/Ⅱ-B　卒業研究　
ライフデザイン演習Ⅲ　スローライフ論　家族と文化の心理学
社会老年学　ほか

　自然と共生し、良好な家族・近隣関係の中で文化的に豊かで美しい生活を、自分の一生の中で追求するだけで
はなく、これを社会的に実現する意欲と能力をもった人材を育成する。そのために、人やいのち、自然、そして
美しいモノやカタチとつながる感性を養った上で、世の中を「生活者」の視点から体系的にとらえる広い視野を
養成する。卒業後は、学びの成果を活かし、企業、ＮＰＯ、行政機関などにおける多様な職務を通じて「２１世
紀の新しいライフスタイル」を提案することで社会に貢献することが期待される。

①地域や家族のことに関心がある人、
②人と自然が共生するエコライフに関心がある人、
③美しい暮らしを提言したい人、
④本当に豊かな生活とは何かについて考え、実践したい人。

１年次には、ライフデザインの基礎を学ぶ。
２年次には、ライフデザインの３つの領域（家庭、地域・社会、自然環境）を学ぶ。
３年次には、ライフデザインの３つの領域をさらに深める。
４年次には、学びを統合し、ライフデザインの実践力を養う�。

　ライフデザイン学科では、１・２年次で幅広い分野への興味関心を高め、基礎的な知識の修得を目指します。
その上で、３年次以降に自分自身の学びの中心を意識しながら、新たなライフスタイルについての考察を深め、
「真の豊かさ」を追求していきます。
　以下に履修モデルとして３パターンの「学びの中心」と各パターンにおける学年ごとの代表的履修推奨科目を
示します。これらの履修モデルを参考にしながら履修計画を立てていきましょう。ただし、１・２年次では、先
に述べたとおり幅広い分野へ眼を向けることを意識して、表中の科目以外についても積極的に履修するようにし
てください。
　科目同士の関連性についてはカリキュラムチャートを参照してください。また卒業要件として、以下に示した
科目のみでなく、指定単位数を修得する必要があることに注意してください。
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２　自然とのかかわり方を中心に学ぶ
区
分 全学共通科目 専門教育科目

１
年

大妻教養講座　コンピュータ基礎A　キャリアデザインⅠ
英語ⅠA/ⅠB　ほか

感性教育　生命論��ヒトと生態系　　　
日常生活と環境　自然体験論Ⅰ　ほか

２
年

女性と健康　スポーツA
地域と文化　ほか

地域社会と環境　生活環境と健康
グリーンツーリズム体験実習　農業体験学習　ほか

３
年

生命の科学　科学と環境　ほか ゼミナールⅠ-A/Ⅰ-B　ライフデザイン演習Ⅰ/Ⅱ　
生物環境学演習　自然体験論Ⅱ　都市と公園　NPO・市民参加論　
グラッフィックデザイン演習　ほか

４
年

ゼミナールⅡ-A/Ⅱ-B　卒業研究　エコロジカルライフ論
ライフデザイン演習Ⅲ　環境教育・思想論　家族と文化の心理学　ほか

３　モノや生活空間との関係を中心に学ぶ
区
分 全学共通科目 専門教育科目

１
年

大妻教養講座　コンピュータ基礎A　キャリアデザインⅠ
英語ⅠA/ⅠB　ポピュラーカルチャーの世界　ほか

感性教育　住居学概論　ライフデザイン学概論　
生活と工芸　ほか

２
年

女性と健康　スポーツA
経済と現代社会　ほか

居住文化論　インテリアデザイン論　エコロジカルライフ演習　
インテリアデザイン演習Ⅰ/Ⅱ　現代デザイン論
プロダクトデザイン演習　生活史　ほか

３
年

美術の世界　ほか ゼミナールⅠ-A/Ⅰ-B　ライフデザイン演習Ⅰ/Ⅱ　
生活と色彩　住空間デザイン論　工芸デザイン演習　
グラフィックデザイン演習　余暇生活論　ほか

４
年

ゼミナールⅡ-A/Ⅱ-B　卒業研究　
情報デザイン演習��ライフデザイン演習Ⅲ　ほか

基礎教養 専門応用 応用技能 卒業研究 専門基礎
ゼミナールⅠ-B
ゼミナールⅡ-A
ゼミナールⅡ-B

卒業研究

ライフデザイン演習Ⅰ
(量的調査法) 

ライフデザイン演習Ⅱ
(質的調査法) 

ライフデザイン演習Ⅲ
（編集・プレゼンテーション）

居住文化論

生活と色彩

エコロジカルライフ論 

生命論

生活環境と健康

日常生活と環境

生活と映像 

生涯発達心理学

生活情報論

消費者と法 

消費生活論 

プロダクトデザイン演習 

ヒトと生態系

暮らしとメディア

家族心理学

スローライフ論

家族法

生活史 

生活と工芸 

現代デザイン論 

生活経営学

市民生活と法 

ライフデザイン基礎演習Ⅱ
（日本語力）

コミュニティと福祉

家族社会学

情報とコミュニケーション

暮らしと政治

生活のリスクマネジメント

家族と文化の心理学

環境教育・思想論　

生物環境学演習

自然体験論Ⅱ

NPO・市民参加論

都市と公園

住空間デザイン論 

インテリアデザイン論

インテリアデザイン演習Ⅰ

インテリアデザイン演習Ⅱ

エコロジカルライフ演習

グラフィックデザイン演習 

暮らしと社会保障

青少年と法

社会老年学

暮らしとファイナンス

地域社会と環境

工芸デザイン演習

ライフデザイン基礎演習Ⅰ
（思考・表現力）

（ライフデザイン学概論）

ライフデザイン学総論

情報デザイン演習

（　）内は学部共通科目

感性教育
A（言語表現）　B（造形表現）

C(身体表現)

グリーンツーリズム
体験実習

農業体験学習

自然体験論Ⅰ

社会生活と心の健康

余暇生活論

情報社会論

住文化

生活と法

ライフマネジメント

人間情報科学

文化・発達心理学

工芸デザイン

生物環境保全学

環境教育学

家族社会学

ゼミナールⅠ-A

デザイン文化

国際生活文化

(住居学概論) 

カリキュラムチャート
ライフデザイン学科

※各科目について，必ず「シラバス」を確認し，

授業内容を理解したうえで履修登録を行うこと




